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「今、何の病気が流行しているか！」 

(川崎市感染症発生動向調査事業－令和４年第４５週)の情報提供について 

市内の定点医療機関から提供された感染症の患者発生情報をもとに市民提供情報で

ある「今、何の病気が流行しているか！（令和４年第４５週）」を作成しましたのでお

知らせします。 

令和４年第４５週（令和４年１１月７日から令和４年１１月１３日まで） 

第４５週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血

性レンサ球菌咽頭炎 ３）手足口病でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．０６人と前週（３．１９人）から増加し、

例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．８９人と前週（０．５０人）

から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

手足口病の定点当たり患者報告数は０．３３人と前週（０．６４人）から減少し、例年

並みのレベルで推移しています。 

今週のトピックス 

“梅毒の報告数が過去１０年間で最多に！”について取り上げました。

川崎市における梅毒の報告数は、今年は第４５週（１１月７日～１３日）までにすでに

計９３件と、過去１０年間で最多となりました。 

梅毒は、梅毒トレポネーマを病原体とする感染症で、主に性的接触により粘膜や皮膚の

小さな傷などから感染します。病期により様々な症状が出現し、無治療のまま症状が消失

する時期もあります。また、潜伏期間の間に人に感染させる可能性もあり、気付かないう

ちに感染が拡大することがあります。特に、妊婦が感染し適切な治療が行われなかった場

合、胎児が先天梅毒（皮膚病変、肝脾腫、奇形等）を発症する可能性がありますので、感

染の可能性がある場合はすぐに医療機関を受診しましょう。 

川崎市感染症発生動向調査事業では、感染症のまん延の防止と市民の健康の保持に寄与するべく、市

内の定点医療機関（小児科定点３７施設、インフルエンザ定点６１施設、眼科定点９施設、基幹定点２

施設）等から報告された感染症発生状況をもとに集計を行い、市内の感染症の発生状況の正確な把握と

分析、市民や医療関係者への情報の提供を行っています。
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【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

令和４年１１月７日（月）～令和４年１１月１３日（日）〔令和４年第４５週〕の感染症発生状況 

第４５週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）手足口病でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．０６人と前週（３．１９人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．８９人と前週（０．５０人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

手足口病の定点当たり患者報告数は０．３３人と前週（０．６４人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。


